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　日本語では，複合語の後部要素が有声性に関して対立を持つ無声阻害音（清音：/k/, /s/, /t/, 
/h/）で始まる場合に，対応する有声阻害音（濁音：/g/, /z/, /d/, /b/）に変化する連濁という現象
が知られている。例えば（1a）の後部要素は清音 /h/で始まるため，対応する濁音 /b/に変化する。
その一方で，（1a）と（1b）の対比から明らかなように，連濁は常に生じるわけではない。
（1）  a.  ごみ ＋ はこ → ごみばこ（以下の例では，連濁を下線で示す）







トリーダー：ティモシー J. バンス）の研究成果である。また，本稿の内容は，3rd International Conference on 
Phonetics and Phonology（於・国立国語研究所：2013年 12月）における発表 “Rendaku ‘enthusiasts’ and rendaku 
‘indifferents’: Classification of compound nouns based on the frequency of rendaku”に基づいたものである。発表時
に有益なコメントを下さった方々に感謝を申し上げる。




（2）  a.  やま ＋ かわ → やまがわ（山の川）




（3）  ひと ＋ ひと → ひとびと（人々）













（5）  a.  ぬりばし ＋ いれ → [[ぬりばし][いれ]]（塗り箸専用の入れ物）
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（6）  a.  よ ＋ きり → よぎり（夜霧）
   b.  よ ＋ つゆ → よつゆ／ *よづゆ（夜露）
（6）のように，連濁の生起が予測できない複合語に対して，先行研究の多くは個々の後部要素の
語彙的な特性に原因を帰属させてきた。このような後部要素の違いに起因する連濁生起率の違
いに基づいて，Rosen（2001）は “rendaku lover”と “rendaku hater”という 2つのサブグループを提
案している。Rendaku loverは連濁生起率が 66%を超える後部要素を指し，一方で，rendaku hater
は連濁生起率が 33%を下回る後部要素を指す。また，Rosen（2001）は，どちらにも当てはま
らない後部要素が非常に少ないことも指摘している。これに対して Irwin（2012）は，“rendaku 





































異なり語数 404 168 57
合計 19,007 7,400 2,393














数により検討した（Fraley and Raftery 2002）。mclustパッケージは，混合正規分布モデルに基づ
くクラスター分析を行うためのパッケージである。クラスター分析の適合度指標には，ベイズ情
報量規準（Bayesian information criterion, BIC）を用いた。
（10）  BIC = −2ln(L) + kln(n)
   Lは尤度関数，kは独立変数の数，nは標本数
BICは最適なモデルを統計的に選択する場合に一般的に使われる指標であり，BICの値が小さ
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連濁生起率の分布には有意差がなかった（D = 0.12, p = 0.15）。一方で，動詞における連濁生起率
の分布は名詞や動詞由来名詞における分布と有意に異なっていた（名詞対動詞：D = 0.72, p < 6.6−16，
動詞由来名詞対動詞：D = 0.78, p < 6.6−16）。これらの結果は，先行研究で名詞を対象に提案された，





（BIC = 184.5）（次頁図 1）。不等分散の混合正規分布を仮定したモデルでは，混合正規分布中の
各分布に対して，平均値と分散を推定する必要があり，クラスター数が 3個以上の場合では推定
が収束しなかった。そのため，クラスター数が 1個と 2個の場合の BICのみを図に示した。こ
の最適なモデルは，連濁生起率が 93.9 ± 0.38%と 46.6 ± 9.7%の 2つの正規分布からなり，それぞ




提案した通り，従来の rendaku wavererに分類される後部要素の頻度は全体の 10%程度であった。
3 本研究で用いた mclustパッケージでは，BIC = 2ln(L) + kln(n)と定義されているため，BICが最大のモデル
が最適なモデルとなる。
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図 1 後部要素が名詞の場合に最適なクラスター数
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3.3 Rendaku immuneを除外した名詞に対するクラスター分析
　Rosen（2001）は，常に連濁を起こさない（つまり連濁生起率が 0%の）後部要素を “rendaku 
immune”と呼び，rendaku loverや rendaku haterと区別している。上記のクラスター分析では，
rendaku immuneな後部要素が含まれていたことが原因で，正しい結果が得られなかった可能性が
ある。そこで，rendaku immuneである 17の後部要素を除外したデータに対して，同様のクラスター
分析を再度実行した。その結果，rendaku immuneを含んでいた図 1および図 2の結果と同様に，
分散が異なる 2個の正規分布を用いた場合に最も適合度が高いモデルが得られた（BIC = 256.2）
（図 3）。この最適なモデルは，連濁生起率が 94.2 ± 0.35%と 53.7 ± 7.9%の 2つの正規分布からな
り，それぞれの正規分布には 259個と 128個の後部要素が分類された（次頁図 4）。この解析で
もサブグループの分類基準は 80%を超えていることから，rendaku immuneの影響で従来の研究
と異なる結果が得られた可能性は低いと考えられる。
図 3 Rendaku immuneを除外した名詞で最適なクラスター数
  クラスター数が 2個で不等分散の混合正規分布を仮定した場合
に最も適合度の高いモデルが得られた。
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3.4 動詞由来名詞に対するクラスター分析
　次に，動詞由来名詞に対するクラスター分析を行った結果，やはり分散が異なる 2個の正規分
布を用いた場合に最も適合度が高いモデルが得られた（BIC = 66.2）（図 5）。この最適なモデル
では，連濁生起率が 93.2 ± 0.36%と 56.4 ± 6.3%の 2つの正規分布からなり，それぞれの正規分布






図 4　 Rendaku immuneを除外した名詞で最適なモデルと連濁生起率の
ヒストグラム
  連濁生起率が 90%以上のサブグループと 50%付近のサブグルー
プに分類された。
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図 5　後部要素が動詞由来名詞の場合に最適なクラスター数
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3.5 動詞に対するクラスター分析
　最後に，動詞に対するクラスター分析を行った結果，分散が等しい 2個の正規分布を用いた場
合に最も適合度が高いモデルが得られた（BIC = 40.3）（図 7）。この最適なモデルは，連濁生起
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図 8 動詞における最適なモデルと連濁生起率のヒストグラム





ター分析により検討した。従来の研究では，連濁生起率が 33%未満の後部要素を rendaku hater，
33%から 66%の間の後部要素を rendaku waverer，66%を超える後部要素を rendaku loverと分類す






図 6）。この結果は，従来の rendaku haterと rendaku wavererは同じグループに属していること，ま
た rendaku loverは従来よりもはるかに高い頻度で連濁を生じさせるグループであることを示すも
のである。後部要素が名詞の場合に，最適なモデルの分類基準やグループ数は，連濁が一切生じ
ない rendaku immuneを除外しても変化しなかったことから（図3と図4），rendaku immuneの影響で，
従来の研究とは大きく異なる分類基準が得られた可能性は低いと考えられる。
　動詞に関しては，先行研究から連濁が抑制されることが示唆されていた（伊東 2008）。コルモ
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Classification of Japanese Compounds Based on the Frequency of Rendaku: 
A Study Using the Rendaku Database
OHTA Satoshia　　OHTA Shinrib
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Abstract
Rendaku is one of the most well-known phonological phenomena in Japanese, which voices 
the initial obstruent of the second element of a compound. Previous studies have proposed that 
Japanese compound words can be classified on the basis of the frequency of rendaku (rendaku rate). 
However, since these studies used arbitrary criteria to determine clusters, such as 33% and 66%, 
as well as arbitrary numbers of clusters, it is crucial to examine the plausibility of such criteria. In 
this study, we examined the optimal boundary criteria as well as the optimal number of clusters 
using a clustering analysis based on Gaussian mixture modeling and the Rendaku Database (Irwin 
and Miyashita 2015). The cluster analyses clarified that the two-cluster model was optimal for 
classifying both compound nouns and compound verbs. The boundary values of the rendaku rate 
for these clusters were approximately 90% and 40% for the compound nouns and compound verbs, 
respectively. These results were inconsistent with the findings of previous studies. Our findings 
demonstrate that model-based clustering analysis is an effective method of determining optimal 
classification of linguistic data.
Key words: rendaku, compound word, frequency, cluster analysis, Gaussian mixture model
